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調査対象期間：2025 年 10 月～12 月 

中小企業景況調査は、市内４業種１００社の中小企業を

対象に４半期ごとにＤＩ（ディフィージョン・インデック

ス）値を算出する景気動向調査です。項目別に、良いと答

えた企業の割合から、悪いと答えた企業の割合を引いた数

です。 

業種別の動向を見ると、「製造業」は DI 値が大幅に改善

し、前期から明確な回復が確認されました。価格転嫁の進

展や生産効率の向上が寄与したとみられ、業況感の改善が

際立っています。一方で、「建設業」「サービス業」「卸・小

売業」は依然として厳しい状況が続いており、需要の伸び

悩みは徐々に改善されつつあるものの、コスト上昇が重荷

となり、いずれも厳しい局面にあることが明らかとなりました。 

全業種の総合的な動向としては、生産・売上高が回復傾向を示し、これに伴い採算

の DI 値はプラス圏へ浮上しました。資金繰りにも改善の動きが見られ、企業の収益

環境には一定の明るさがうかがえます。しかしながら、材料仕入単価は依然として大

幅なマイナス値で高止まりしており、コスト負担の重さが企業経営に影を落とし続け

ています。 

また、特別調査として実施した「生成 AI の活用状況」では、「大いに活用している」

と回答した企業は 0％であったものの、「ある程度活用している」とする企業が 19％

となり、全体の約2割が生成AIを業務に取り入れている実態が明らかとなりました。

一方で、「活用していない」が 81％にのぼり、生成 AI が生産性向上の手段として注

目される中、地域企業においては導入や活用が依然として進んでいない状況もうかがえました。 

来期の見通しについては、多くの項目で悪化が予想されており、先行きに対する不透明感が強まっています。

需要の伸び悩みやコスト高の長期化が懸念され、より一層厳しい経営環境に直面すると見込まれます。 
 

― 綾部の景況天気予報（前年同期間と比較しての景況感）― 
  

   
 
 
 
 
                                                 
 
 
 
 
 

■【自由記載】  
・技術者不足 ・電気代増 ・要設備投資 ・人口減少 ・インボイス、消費税増加 ・小売業として増々厳しい 
生成 AI についての活用状況等 
・資料作成（プレゼン、原稿、名刺、ポスター、チラシ等） ・防犯カメラ ・アイデア出し、商品画像加工等 
・生成 AI の講習会希望 ・セキュリティ面の不安 ・活用方法の検討中（従業員への教育など） 

 

 
   
 

 

 

 

全業種 

 前期 今期 来期 
 

    

自社業況の総合判断 ▲15 ▲15 ▲16 

（生産・売上高） ▲13 ▲ 2 ▲15 

（材料仕入単価） ▲62 ▲69 ▲52 

（採算（経常利益）） ▲ 1    2 ▲ 9 

（従業員数（含パート）） ▲19 ▲24 ▲22 

（資金繰り） ▲23 ▲ 4 ▲15 

■【特別調査】 

生成 AI の活用状況についてお尋ねします 
大いに 

活用している 
ある程度 

活用している 

活用していない 

0% 19% 81% 

       
快晴 晴 曇 小雨 雨 大雨 

特に好調 好調 まあまあ やや不振 不振 きわめて不振 

 前期 今期 来期 

建設業 
小雨(▲21) 雨(▲26) 小雨（▲17) 

製造業 
小雨(▲6) 曇(18) 小雨(▲12) 

卸・小売業 
  

小雨(▲19) 
 

雨(▲32) 小雨(▲20) 

サービス業 
小雨(▲12) 小雨(▲14) 

  
小雨(▲14) 

 
 

DI    50       25         0      ▲25      ▲50 

製造業は改善も、コスト高の長期化が懸念材料 

 
 

厚生労働省発表の有効求人倍率 資料：「職業安定業務統計」 総務省発表の完全失業率 資料：「労働力調査」 
● 全 国が 1.19 倍（季節調整値） ● 全国が 2.6％（季節調整値） 
● 京都府が 1.24 倍（季節調整値） ● 近畿が 2.4％（原数値） 
● ハローワーク綾部管内が 1.71 倍 ● 近畿の完全失業者数は 25 万人 

令和 7年 12月の雇用情報 

【経営上の問題点】 

 １．原材料高 

２．受注・売上の不振 

３．人件費負担増大 

４．技能労働者不足  

５．求人難 


